
 
 

 

市立武蔵野会館運営協議会の感謝状贈呈基準 

平成２７年度制定 

（平成 27年 10月 14日、27年 10月定例役員会で決定） 

 

 市立武蔵野会館運営協議会（以下「会館運営協議会」という）では、「感謝状」の贈呈基準を

以下のとおり定めるものとする。 

記 

１：特別感謝状の贈呈 

  ① 特別感謝状とは、会館運営協議会の運営について特別にその功績及び尽力のあった者

に対し感謝の意を表すものである。（内容については、役員会で協議・決定） 

  ② 感謝状の贈呈の時期は、毎年度定期総会とし、該当者については、役員会で選考する。 

  ③ 感謝状等の贈呈内容については、「感謝状（A4版）・同表彰ホルダー・記念品」とする。 

 

２：退任感謝状の贈呈 

  ① 退任感謝状とは、会館運営協議会の役員（会則第３章、第 10・12条）として２期４年

以上にわたりその運営に携わり、その功績及び尽力のあった者に対し退任される際に 感

謝の意を表すものである。 

  ② 感謝状の贈呈の時期は、毎年度定期総会の際とし、該当者については、役員会で選考す

る。 

  ③ 感謝状等の贈呈内容については、「感謝状（A４版）・同表彰ホルダー・記念品」とする。

尚、記念品については、年数により、区別することができるものとする。 

 

３：特例対応 

    それぞれの感謝状の贈呈時期は定期総会とするが、役員会で協議し、場合によっては、周

年行事の際に、特別・退任感謝状の贈呈も併せて行うことも排除しない。 

 

≪参考≫ 

●協議経過 

１、平成 27年 9月 16日：第 5回 10周年記念行事実行委員会で提案 

２、平成 27年 10月 7日：第 6回 10周年記念行事実行委員会で協議 

３、平成 27年 10月 14日：10月定例役員会で協議・決定 

４、令和 7年 5月 14日：5月定例役員会で協議・決定 

以上 

附則 

 この基準は平成 27年 10月 14日から施行する。 

 


